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「復員した日そして“リンゴの歌'J
三橋園民

@ 

5000キロ離れたニューギニアから走り続けた

アメリカ軍のリバティー型輸送船が、私たち敗

兵を満載して南紀州の漁港に滑り込んだ。夢に

まで見たふるさとの丘陵が目の前にあった。誰

もが無言のまま虚ろな思いでテeツキに停っていた。

突然、港湾事務所のトンガリ屋根にあるスピー

カーが鳴り出した。

P赤いリンゴに唇よせて 黙ってみている青

い空 リンゴはなんにも言わないけれど リン

ゴの気持ちはよく分かる…・

それは若い制空の透きとおるような歌声だった。

初めて耳にした“リンゴの歌"一一。私は思わ

ず五月晴れの空を仰ぎ、故郷、町田のわが家ヘ

想いを馳せた。

もうあれから日年が経つ。

日本音楽著作権協会(出)詳諾第咲縦狛77-001号

平成11年度税制改正

法人会の要望事項

法人税の基本税率・軽減税率の引き下げが実現!!

表

1固
[凹

と

新入会員懇談会の開催報告

' ‘-

委員会からのお知らせ

成人病健診の実施報告ほか

トピックス・編集後記

の

地区会活動報告

春の見学研修会

短歌・俳句欄

紙

部会便り

第
叩
回
通
常
総
会
が
、
さ
る
5
月
剖
日

ラ
ポ
l
ル
千
寿
閣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
記
念
講
演
は
「
強
い
会
社
は
勝

つ
た
め
に
何
を
し
た
か
」
と
題
し
て
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
上
之
郷
利
昭
先

生
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

つ
づ
く
第
二
部
・
通
常
総
会
で
は
、
上

程
さ
れ
た
全
議
案
が
賛
成
多
数
で
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
期
に
あ
た

り
、
岩
波
会
長
と

6
名
の
理
事
が
退
任
さ

れ
、
新
会
長
に
八
木
副
会
長
が
就
任
し
ま

し
た
。
ま
た
定
款
を
6
年
ぶ
り
に
変
更
し
、

法
人
会
の
活
動
の
目
的
に
社
会
へ
の
貢
献

を
加
え
ま
し
た
。

本
総
会
を
機
に
、
社
団
法
人
町
田
法
人

会
会
長
の
職
を
退
任
さ
れ
た
岩
波
弘
介
氏

は
、
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
ご
臨
席
い

た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
及
び
出
席
さ
れ
た

大
勢
の
役
員
・
会
員
に
対
し
、
御
礼
と
、

平
素
の
ご
指
導
・
ご
協
力
へ
の
感
謝
を
述

べ
ら
れ
た
後
、
会
長
と
し
て
最
後
の
ご
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。



岩波会長退任のご挨拶

本
日
は
、
こ
れ
か
ら
昨
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
ま

た
本
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支

予
算
に
加
え
、
特
に
本
年
は
例

年
と
変
わ
り
ま
し
て
、
私
共
法

人
会
の
憲
法
と
も
言
う
べ
き

「定

款
の

一
部
変
更
』
そ
し
て

『役

員
選
任
の
件
』
の
議
案
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
審
議
の
程
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
も
、
長
い
間
皆
さ
ん
方
に
大
変
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
今
日
ま
で
参
り
ま

し
た
。
昭
和
白
年
、
町
田
法
人
会
が
社
固

化
さ
れ
る
と
同
時
に
入
会
致
し
ま
し
て
、

地
区
の
役
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

7

年

5
月
か
ら
本
日
ま
で

2
期

4
年
に

わ
た
り
会
長
と
い
う
大
役
ま
で
仰
せ
つ
か

っ
て
参
り
ま
し
た
。
更
に
三
法
連
の
会
長
、

東
法
連
の
副
会
長
等
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
大
過
な
く
任
務
を
遂
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
多
く
の

先
輩
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
文
、
本
日
ご
出

席
の
方
々
に
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

文
、
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
が

三
橋
・
石
井
両
会
長
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
本
日
午
前
中
に
、
ご

両
名
の
墓
前
に
お
参
り
し
、
こ
れ
ま
で
の

お
礼
と
私
に
と
っ
て
最
後
と
な
る
本
日
の

総
会
が
滞
り
な
く
執
り
行
な
わ
れ
る
よ
う
、

文
併
せ
て
今
後
と
も
会
の
発
展
を
暖
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
参

れ
ソ
宇
品
3
レ
み
ん
。

い
よ
い
よ
来
年
は

2
0
0
0
年
、
大
き

く
世
の
中
が
変
わ
ろ
う
と
す
る
時
期
で
ご

ざ
い
ま
す
。
私
共
町
田
法
人
会
も
社
団
化

初
年
、
創
立

回
年
と
い
う
節
目
の
時
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
私
を
越
え
る
立
派
な
方
々
に
役
員
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に
町
田
法
人

会
の
発
展
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
意
し
、
私
は
退
任
を
決
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
前
に
立
つ
こ
と
は
今
日
が
最

後
で
あ
り
ま
す
。

役
員
選
考
委
員
会
の
大
変
な
お
骨
折
り

に
よ
り
、
今
日
立
派
な
方
々
が
選
任
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

第

W
回
通
常
総
会

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
役
員

を
辞
し
て

一
会
員
に
な
り
ま
す
が
、

私
は

退
任
を
決
意
し
て
以
来
、
法
人
会
と
は
何

か
、
税
と
は
何
か
を
し
き
り
に
考
え
て
お

り
ま
し
た
。
昔
は
、
私
達
が
子
供
の
頃
か

ら
青
年
期
に
な
る
ま
で
は
、
一
つ

の
時
代

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
、
国
家
社
会
に
対

し
て

『忠
誠
心
」
を
重
ん
ず
る
時
代
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
時

代
も
変
わ
り
最
近
は

「税
の
力
』『
税
の
問

題
』
が
国
の
発
展
の
た
め
に
極
め
て
大
切

で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

意
昧
で
も
法
人
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
変
重
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
益
々
申
告

納
税
制
度
の
確
立
と
納
税
意
識
の
高
揚
に

む
け
て

一
層
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
時
間
も
限
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
最
後
に
会
の
益
々
の
発
展
と

皆
様
方
の
ご
事
業
の
ご
繁
栄
と
ご
参
会
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
私
の
最
後
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
本
当

に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

。



八木新会長就任のご挨拶

ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
八
木
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
度、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
に
よ
り
、
図
ら
ず
も
私
が
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
は

「
設
立
印
周
年
』
『
社
団
化
却

周
年』

と
な
り
ま
す

「歴
史
と
伝
統
』
の

あ
る
町
田
法
人
会
の
会
長
職
を
仰
せ

つ
か

り
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
身

に
余
る
大
任
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、

幸

い
、
こ
れ
ま
で
・多
く
の
先
輩
、
と
り
わ
け

「岩
波
直
前
会
長
』
の
誠
に
ご
熱
心
な
日

常
の
会
務
遂
行
の
中
で
残
さ
れ
た
、
立
派

な
レ
1
ル
を
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
引
継
ぎ
、
会
の
運
営
に
全
力
を
預

け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
程
、

役
員
選
考
委
員
会
長
よ
り
報
告

が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
、

『五
人
の
副

会
長
』
と

『
専
務
理
事
の
選
任
』
と
い
う

新
し
い
陣
容
、
更
に
は
留
任
し
て
い
た
だ

い
た
多
く
の
ベ
テ
ラ
ン
理
事
の
方
々
、
そ

し
て
新
た
に
役
員
屯
し
て
ご
協
力
演
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
カ

第

W
回
通
常
総
会

を
合
わ
せ
て
納
税
意
識
の
高
揚
と
地
域
社

会
の
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

ご
案
内
の
よ
う
に
、

一
部
明
る
さ
も
感

じ
ら
れ
る
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い

内
外
の
情
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
会
と
致

し
ま
し
で
も
、
組
織
委
員
会
、
各
地
区
会

長
を
中
心
と
し
て
、
組
織
の
強
化、

会
員

の
増
強
に
多
大
な
ご
努
力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
ご

2
1
3
年

『減
少
』

が
「
増
加
」
を
上
回
っ
て
い
る
の
が
実
情

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
は
、
尚
し
ば

ら
く
続
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

重
責
を
充
分
に
認
識
し
、

『よ
き
経
営
者

を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
の
法
人

会
の
発
展
に
鋭
意
努
力
を
致
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
関
係
各
位
の
よ
り

一

層
の
ご
指
導
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

変
更
さ
れ
た
定
款

第

3
条
(
目
的
)
の
全
文

的
(
第
3
条
)

本
会
は
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と

し
て
、
税
務
知
識
の
普
友
に
努
め

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
よ
き
法

人
企
業
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
と

し
て
の
活
動
を
通
じ
て
適
正
な
申

告
納
税
制
度
の
確
立
と
納
税
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
税
務
行

政
の
円
滑
な
執
行
に
寄
与
し
、
企

業
経
営
と
社
会
の
健
全
な
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

自他
に
次
の
条
項
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

第
4
条

(事

業

)

第
什
条

(会

費

)

第
氾
条

(役
員
の
種
類
)

第
叫
条

(役
員
の
選
任
)

第
市
条

(役
員
の
任
期
)

第
市
条

(役
員
の
報
酬
)

議

。
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平成10年度決算の
概要について

収入の部

平成10年度 収支報告を .会費収入

王子成9年 10月以降、会費!の算

平成10年4月1日から平成11年3月31日まで 定基準が、口数制から資本金別

ランク制となりました。そのため、

-収入の部 (単位円) 9年度は下半期分でしたが、 10

年度からは年!習にわたり、新会

基本財産運用収入 17，500 17，500 費が適用され対前年422万円余

-6- 費 収 入 45，828，000 45，821，100 
の増加:1となり過去最大となりま

= 
した。

特別会費収入 3，760，000 3，540，000 
.事業収入

事 業 4又 入 5，785，000 8，724，107 10年度分より、地区会・部会

補助金収入 5，485，200 6，256，640 関係の収支を本部会計に反映さ

せたととに伴い、それぞれの事
推進費収入 10，465，000 10，561，350 

業について、参加者負担額を計

第19 雑 4又 入 9，256，000 11，210，944 上しています。

特定預金取崩収入 1，000，000 O 文、 10年8月より新たに伊豆 回
繰越金収入 2，270，660 2，676，895 

長問に保養所の利用契約を結び、

その利用者負十日額を事業収入と
当期収入合計(A) 83，867，360 88，808，536 

して加えでありますので677万
前期繰越収支差額 174，920 174，920 

円余と大幅に増加しました。

収入合計(8) 84，042，280 88，983，456 

支出の部

-支出の部 (単位円) -事業費

対前年383万円余の増加とな

事 業 費 46，933，000 42，987，849 りました。

-6- 議 費 2，700，000 2，364，967 
これも 10年度分より 、地区会・

ヨ'"
部会関係の収支を本部会計に皮

管 E里 費 28，490，000 27，905，969 映させたこと及び保養所の開設

固定資産取得支出 1 00，000 195，825 に伴い、契約先に支払った費用

特定預金支出 2，850，000 6，850，000 を計上したことによるものです。

法人税等引当金繰入 600，000 895，700 
-特定預金支出

対前年583万円余の増加とな

繰越金支出 2，270，660 2，676，895 りました。

予 イ蒲 費 98，620 O これは平成 12年度に予定して

当期支出合計(C) 84，042，280 83，877，205 いる周年事業に向けびて社、会その資

金を確保したこと及 貢献
当期支出差額(A)ー(C) ム 174，920 4，931，331 活動基金を言f上したことが大き

次期繰越収支差額(B)-(C) O 5，106，251 な要因です。

。



-
基
本
理
念

よ
き
経
営
者
を
め
さ
す
者
の
団
体
と
し
て
、

会
員

の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、
納
税
意
識
の
向

上
と
企
業
経
蛍
お
よ
び
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
基
本
国
念
と
す
る
。

-
重
点
事
項

法
人
会
活
動
の

一
附
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の

原
動
力
で
あ
る
地
区
会
及
び
部
会
か
ら

盛
り
あ
が
る
意
欲
を
尊
重
し
な
が
ら
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
。

11 

収支予算平成11年度

収益事業特別会計からの寄付 0.46%
386，100円

前期繰越収支差額 6.14%

5，106，251円

-収入の部
特定預金取崩収入 3.88%
3，230，010円

雑収入 2.37%

1，975，000円

(
1
)
組
織
の
充
実
強
化

会
に
と
っ
て
、
組
織
の
充
実
強
化
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
法
人
会
は
全
組
織
を
あ
げ
て
、
常
に
積
極

的
な
会
員
増
強
に
努
め
る
。

(2
)
地
区
会
の
活
性
化

地
区
会
は
自
主
的
に
事
業
を
計
画
し
、

研
修
事
業

・

福
利
厚
生
事
業
等
を
活
発
に
実
施
し
て
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

(3
)
事
業
活
動
の
多
様
化
及
び
質
的
強
化

地
区
会
・
委
員
会

・
部
会
相
互
間
の
累
密
な
連
携

の
も
と
、
事
業
の
多
様
化
と
質
的
強
化
を
図

っ
て
、

真
に
会
員
企
業
の
要
請
に
応
え
る
事
業
を
実
施
す
る
。

一般会計に寄付 0.46%
386，000円

会費収入

53.14% 

44，192，100門

-支出の部

第
W
回
通
常
総
会

左
の
グ
ラ
フ
は
平
成

日
年
度
の
予
算
を
項
目
別

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

予
算
の
総
額
は

8
3
0
0
万
円
で
前
年
対
比
約

1
%
の
減
に
な
り
ま
す
。

科
目
別
で
は
、

〈会
費
収
入
V

が
総
収
入
の
臼
%

を
占
め
、
当
会
の
財
源
の
最
も
大
き
な
部
分
に
な
り

ま
す
。
ま
た

《補
助
金
収
入
》
は
、
経
営
者
大
型
保

障
な
ど
の
厚
生
事
業
か
ら
生
ま
れ
る
収
裕
等
を
、
東

法
迎
を
通
じ
て
還
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
方
支
出
の
部
で
は
、
事
業
費
が
総
支
出
の
日
%

本
占
め
、
研
修
会
や
会
報
の
作
成
に
幻
%
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
新
た
に
社
会

貢
献
活
動
資
を
設
定
し
ま
し
た
。

。



平成10年度

組織強化功績表彰者名簿

田

島

隆

一

小

川

尚

孝

江

成

勝

敏

矢
部

幸
孝

八
木
下
恒
昭

水

岡

進

諸
星

三
橋

加
藤

ETt
λ

Z
E
山

田
中

加 矢 藤露 尾新近石大植内鈴
藤沢 堂木辻 川 藤坂 川 木藤田

好秀康忠仁信
一雄博克 一 介健弘

敏
行

孝
幸

正
士

勝
男武 進

(
株
)
田
島
商
店

(
株
)
オ
リ
ン
ピ
ア

(
株
)
さ
く
ら
建
物

(
有
)
矢
部
商
庖

(
有
)
丸
孝
家
具
庖

(
有
)
水
岡

(
有
)
勝
一

(
株
)
宝
永
堂

(有
)
町
田
無
線

(
株
)
久
美
堂

太
陽
商
事
(
株
)

(
有
)
鈴
田
商
庖

(
株
)
川
島
商
事

(
株
)
弘
文
堂

大
川
自
動
車
硝
子
(
株
)

(
有
)
石
坂
商
会

(
株
)
近
藤
油
庖

R~ζ 
H生

(
株
)
イ
ト
l
ハ
ウ
ジ
ン
グ

心
十

日

H

(
株
)
電
巧
舎

賓

(
有
)
露
木
商
庖

(
有
)
藤
堂
産
業

(株
)
ア
口
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

(
有
)
加
藤
電
機

第
W
回
通
常
総
会

金
子

栄

市

林

昭

平

木
目
田
邦
夫

吉

田

栄

八

木

正

雄

八

木

和

夫

千

葉

平

八

伊
田

卓
己

山

田

俊

成

恐

神

敬

夫

林

利

文

鈴

木

忠

久
保
田
忠
司

市
川

窓

崎

h
d

(
株
)
金
子
組

(
有
)
林
商
店

(
株
)
あ
る
け
い
総
業

(
有
)
ヨ
セ
ミ
テ

八
弘
商
事
(
株
)

(
有
)
ポ
プ
ラ
総
業

(
株
)
千
葉
電
設

(
有
)
ク
ロ
ー
バ
ー

日
本
電
話
設
備
(
株
)

ト
キ
ワ
美
研
(
株
)

(
有
)
横
浜
イ
ン
タ
ー
第
一
倉
庫

旭
倉
庫
(有
)

(有
)町
田
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ

操

(
有
)
大
丸
屋
酒
庖

現耳 目》属品議

社関潜入

鈴
木

寿

一

石
川
洋

一
郎

草

薙

芳

弥

川
口

澄
雄

石

阪

和

義

塚

本

好

明

村
野

石
川

島
野

根
田

須
崎

村
松

富
岡

吉
川

菅
野

池
田

北
中

松
本

大
川

三
沢

今
村

三
樹

真
鍋

受彰者を代表して感謝状を受ける川口澄雄氏

韮邑
1iZ. 

明良rs
昌 忠秀調 一 修
行作行敏男 一 栄

清修 忠健健重 一
貫身 司 二 次雄夫博

@ 

(有
)
鈴
木
板
金
工
業

愛
洋
商
事
(
株
)

(
有
)
く
さ
な
ぎ
酒
庖

ト
キ
ナ
l
建
設
工
業
(
株
)

(
有
)
石
阪
ス
ポ
ー
ツ
商
会

(
有
)
カ
i
レ
ス
キ
ュ
ー
塚
本

(
有
)
村
野
製
作
所

(
有
)
石
川
工
務
庖

(
有
)
シ
マ
ノ

タ
マ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
(
株
)

(有
)
須
崎
米
穀
庖

(
有
)
煎
茶
屋

(有
)
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
丸
石

吉
川
産
業
(
株
)

ト
キ
ワ
美
術
印
刷
(
有
)

(
有
)
池
田
工
務
庖

(
有
)
北
中
左
官
庖

(
株
)
松
本
建
設

相
模
工
機
(
株
)

(株
)東
京
ト
口
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

(
有
)
マ
ド
カ

三
樹
石
油
(
株
)

(
有
)
マ
ナ
ベ
文
具



熱
意
を
抱
き
、

発
想
を
絶
や
さ
ず

情
報
を
受
信
せ
よ

第19固通常総会講演記録

「強い会社は
勝つために何をした州

第
叩
回
通
常
総
会
に
先
立
ち
、
恒
例
の

記
念
講
演
会
が
上
之
郷
利
昭
先
生
を
お
招

き
し
、
「
強
い
会
社
は
勝
つ
た
め
に
何
を
し

た
か
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
難
し

い
経
済
理
論
や
統
計
数
値
な
ど
に

は
触
れ
ず
、
具
体
的
な
い
わ
ば
珠

玉
の
成
功
事
例
集
と
い

っ
た
趣
の

講
演
会
で
し
た
。

上之郷利昭先生

*
メ
リ
l
ズ
の
成
功
は
口

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
卜

の
お
か
げ

*
漫
然
と
日
々
を
過
ご
す

経
営
者
に
明
日
は
無
い

*
ホ

l
ク
ス
タ
ウ
ン
に
見

る
中
内
哲
学

*
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
で
ハ
レ
と
ケ
が
逆
転

す
る

講師

メ
リ
l
ズ
の
成
功
は

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
お
か
げ

2
0
0
0
年
前
の
ロ

l
マ
帝
国
の
時
代
、

当
時
邪
教
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者

で
あ
っ
た
若
者
同
志
の
悲
恋
ロ
ミ
オ
と
ジ

ユ
リ
エ
ッ

卜
の
話
は
皆
さ
ん
ご
存
知
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
成
就
さ
せ
た
仇
パ
レ
ン

タ
イ
ン
師
は
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
が
そ
の
命
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
く
る

習
慣
は
古
く
か
ら
敵
州
に
定
着
し
て
い
ま

し
た
。
昭
和
初
年
代
の
始
め
に
、
そ
の
話
を

友
人
か
ら
の
手
紙
で
伝
え
聞
い
た
メ
リ

l

ズ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
今
の
社
長
が
「
こ
れ
だ
!
」

と
ひ
ら
め
い
た
の
が
そ
も
そ
も
の
日
本
で

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈

第
W
回
通
常
総
会

る
習
慣
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
で
す
。
女
性
が

社
会
進
出
を
始
め
、

自
立
心
を
持
ち
社
会
に

発
言
を
し
始
め
た
頃
で
す
。
女
性
の
愛
情
表

現
も
何
か
美
し
い
理
由
を
つ
け
れ
ば
よ
い
。

そ
う
い
う
冷
静
な
社
会
情
勢
の
分
析
の
上

に
立
っ
て
メ
リ

l
ズ
は

一
気
に
パ
レ
ン
タ

イ
ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
習
慣
を
日
本
の
女

性
に
根
付
か
せ
た
の
で
す
。

漫
然
と
日
々
を
過
ご
す

経
営
者
に
明
日
は
無
い

に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
小
さ
な

文
、
か
れ
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
が
日
本

新
聞
記
事
を
読
ん
で
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
の

同
社
を
尋
ね
、
も
し
そ
の
と
き
は
是
非
当
社

を
指
名
し
て
欲
し
い
と
懇
請
し
て
約
束
を

;志木会



第19固通常総会講演記録

「強い会社は
勝つために何をした州

取
り
付
け
、
現
在
は
同
圏
内
の
チ
ョ
コ
は
す

べ
て
メ
リ
l
ズ
製
品
で
す
。
理
性
的
合
理
的

と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
人
で
す
が

一
歩
先

ん
じ
た
そ
の
社
長
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。

消
費
者
の
ニ

l
ズ
を
的
確
に
捉
え
う
ん

ぬ
ん
と
言
っ

た
話
は
良
く
聴
き
ま
す
が

見
無
関
係
な
情
報
が
乙
の
よ
う
な
大
ヒ

ッ

ト
に

つ
な
が
る
事
も
良
く
あ
る
の
で
す
。
そ

の
ベ

ー
ス
に
は
チ
ョ

コ
を
売
り
た
い
と
い

う
経
営
者
の
熱
い
想
い
が
あ
り
、
絶
え
ず
デ

ー
タ
を
読
み
、

社
会
の
ト
レ
ン
ド
を
見
、
発

第

W
回
通
常
総
会

想
を
飽
き
ず
に
繰
り
返
し
て
い
る
と
あ
る

と
き
突
然
、
ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
が
引
き
金

に
な

っ
て
連
想
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
フ

ル
回
転
す
る
の
で
す
。
大
学
院
を
出
た
立
派

な
ひ
と
で
さ
え
、

何
も
考
え
ず
に
日
々
漫
然

と
過
ご
し
て
い
る
人
が
結
構
い
ま
す
。
経
営

者
と
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
え
ら
い
お

坊
さ
ん
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

悟
り
の
境
地
を
追
求
し
て
い
る
と
道
端
の

石
が
転
が

っ
て
も
、

一
陣
の
風
が
吹
い
て
も

そ
の
瞬
間
に

「悟

っ
た
」
と
な
る
わ
け
で
す
。

最
近
で
は
メ

リ
l
ズ
は
気
象
情
報
を
ア

メ
リ
カ
の
ぺ
ン
タ
ゴ
ン
と

Z
民
〉
か
ら
買
い
、

そ
れ
を
販
売
戦
略
に
応
用
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
チ
ョ

コ
は
あ
る

一
定
の
気
温
を
超
え

る
と
食
べ
た
く
な
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ

に
の
っ
と
り
、
長
期
予
報
で
年
間
計
画
を
た

て
て
夏
用
に
は
ゼ
リ
ー
を
生
産
し
、
中
期
予

報
で
は
出
荷
の
調
整
、
ま
た
全
国
の
小
売
屈

頭
に
は
φ
ヨ
包
]
で
毎
日
の
予
報
を
流
し
て
販

売
調
整
を
さ
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
現

在
は
こ
の
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
増
収
無

借
金
経
営
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。

@ 

ホ
ー
ク
ス
タ
ウ
ン
に
見
る

中
内
哲
学

福
岡
の
ダ
イ
エ
ー
ホ
1
ク
ス
タ
ウ
ン
の

発
想
は
今
ま
で
に
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
。
野
球
場
に
し
て
は

加
億
円
と
い
う

破
格
の
投
資
を
し
て
そ
の
採
算
が
危
ぶ
ま

れ
た
の
で
す
が
、
現
在
は
即
億
円
の
売
上

げ
目
標
に
対
し
附
億
円
の
実
績
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
関
西
の
こ
と
が
嫌
い
な
福
岡
に
大

阪
の
南
海
ホ

l
ク
ス
を
移
転
さ
せ
、
し
か
も

当
時
は
リ

l
グ
最
下
位
で
テ
レ
ビ
中
継
も

少
な
い
と
い
う
劣
悪
な
条
件
の
中
で
で
す
。

ホ
ー
ク
ス

タ
ウ
ン
と
い
う
名
前
に
も
現
れ

て
い
る
よ
う
に
、
お
好
み
村
と
い
わ
れ
る
多

種
類
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

世
界
最
長
と
い
わ

れ
る
協

m
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
別

室
の
観

戦
用
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル

i
ム
(
防
音
で
大
画

面

T
V
付
き
、

巨
人
戦
も
見
ら
れ
る
)
、

ベ

ピ
l
シ
ッ
タ
1
ル
1
ム
に
子
供
を
あ
ず
け

て
若
い
夫
婦
も
楽
し
め
る
。
つ
ま
り
、
極
端

な
事
を
言
え
ば
ド
1
ム
で
野
球
を
し
て
い

な
く
て
も
楽
し
め
る
、
ホ
1
ク
ス
が
最
下
位



で
も
採
算
の
取
れ
る
野
球
場
作
り
を
中
内

さ
ん
は
実
現
し
た
わ
け
で
す
。
家
族
で
楽
し

め
る
場
所
が
あ
っ
て
そ
こ
で
た
ま
た
ま
ダ

イ
エ

1
ホ
l
ク
ス
が
試
合
を
し
て
い
る
、
と

い
う
そ
ん
な
発
想
で
す
。

-
フ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で

ハ
レ
と
ケ
が
逆
転
す
る

女
性
の
社
会
進
出
に
よ

っ
て
、
ハ
レ
(
晴

れ
)
と
ケ
(
卦
)
が
逆
転
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
慨
に
外
食
産
業
は
自
動
車
の
日

倍
と
い
う
市
場
規
模
に
ま
で
成
長
し
て
い

ま
す
が
、
家
庭
で
は
外
食
が
増
え
、
デ
パ

l

ト
の
食
品
売
り
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
小
剖

り
の
惣
菜
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

結
婚
記
念
日
や
誕
生
祝
の
時
ぐ
ら
い
は
家

成
功
事
例
が
あ
り
ま
す
。
長
崎
で
創
業
し
た

葬
儀
や
さ
ん
が
今
で
は
年

制
億
円
の
売
上

げ
で
す
。
都
市
の
葬
儀
は

一
般
に
お
通
夜
型

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
会
社
が
終
わ

っ
て
か

ら
会
場
に
駆
け
つ
け
、
翌
日
の
告
別
式
に
は

で
な
い
と
い
う
の
が

一
般
的
で
す
。
平
服
で

来
て
も
貸
衣
装
を
用
意
し
て
あ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
1
ム
か
ら
遺
族
用
の

宿
泊
施
設
等
を
程
よ
く
明
る
い
内
外
装
で

整
え
て
あ
り
ま
す
。

、
ひ
と

一
人
無
く
な

る
と
死
亡
届
や
辿
産
相
続
な
ど
印
近
い
法

律
手
続
き
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
税
理
士
や
弁
護
士
も
紹
介
し
ま
す
。

あ
ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
僻

察
か
ら
交
通
事
故
死
の
情
報
、
大
病
院
か
ら

病
死
の
情
報
が
迅
速
に
入
手
で
き
る
よ
う

に
手
配
も
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。
関
連
ピ
ジ

ネ
ス
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
も
や
っ
て
い
る

けたの
にとで
なきす
るがが
か … そ
伝番るれ
7史専奇の;は

号リお
Z フ姑
i ォさ
7 1 ん

ムが
の無
き く
つ な
かつ

方
で
は
結

婚
式
場
で
は
な
く
「
再
婚
式
場
」
の
計
画
も

練
っ
て
い
る
の
で
す
。

第

W
固
通
常
総
会

あ
る
ト
イ
レ
メ
ー
カ
ー
の
話
で
す
。
人
間

の
排
池
物
は
健
康
状
態
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
あ
る
事
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
こ

れ
を
な
ん
と
か
家
庭
用
の
便
器
を
利
用
し

て
う
ま
く
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
考

え
た
の
で
す
。
開
発
費
は
膨
大
な
も
の
で
し

た
が
、
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
を
便
器
内
に
つ
け
、

排
池
物
を
瞬
時
に
分
析
し
デ
ジ
タ

ル
信
号

に
変
え
て
医
療
機
関
と
結
び
、
そ
の
人
の
健

康
時
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
突
き
合
わ
せ
て

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
視
覚
信
号
で
当
人
に

知
ら
せ
る
と
言
う
も
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
時
間
と
な
り
ま
し
た
の
で
私

の
話
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

(
文
責
・三
橋
)

@ 



第
W
回
通
常
総
会

事
業
報
告
承
認
の
件

平
成
叩
年
度

J

収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
承
認
の
件

平
成
什
年
度
事
業
計
画
(
案
)
承
認
の
件

和七一
一度
作
年
度
川
府
支
予
算
〈(
案
)
承
認
の
件

定
款
一
部
変
更
(
実
〉
景
認
の
件

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
、
監
事
選
任
の
件

@ 



区会のイベント
南

4
地
区
(
成
瀬
第

一

成
瀬
第
二

・
鶴

問
・
小
川
つ
く
し
野
)
合
同
パ
ス
研
修
会
が

3
月

口
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
生

憎
の
曇
り
空
で
し
た
が
各
々
地
区
毎
パ
ス

に
分
乗
し
、
ひ
と
足
早
い
お
花
見
に
車
中
和

気
あ
い
あ
い
の
中
、
研
修
を
兼
ね
〈
伊
東
の

桜
と
人
形
美
術
館
見
学
の
旅
〉
へ

と
出
発
。

真
鶴
を
経
て
、
バ
ブ
ル
全
盛
時
代
の
面
影

も
今
は
・:
、
熱
海
温
泉
街
を
右
手
に
見
な
が

ら
パ
ス
は

一
路
今
日
最
初
の
目
的
地
八
幡

野
へ
向
か
い
昨
年

日
月
オ
ー
プ
ン
し
た
〈
セ

入、

キ
グ
チ
・
ド

l
ル
ガ
ー
デ
ン
〉
に
到
着
。
?」

こ
は
「
世
界
最
大
の
人
形
美
術
館
」
と
一
一白
わ

れ
て
い
る
現
代
人
形
作
家
の
人
形
美
術
館
で

世
界
各
国
の
人
形
、
ア
ン
テ
ィ

l
ク
ド
l
ル、

現
代
人
形
作
家
の
作
品
が
沢
山
集
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
か
わ
い
い
セ
ル
ロ
イ

ド
人
形
の
キ

ュ
ー
ピ
ー
や
指
し

ゃ
ぶ
り
を

す
る
モ
ン
チ

ッ
チ
人
形
は
人
気
が
あ
り
、
人

形
た
ち
と
の
出
会
い
に
懐
か
し
さ
と
心
の

安
ら
ぎ
を
感
じ
な
が
ら
同
館
を
後
に
し
ま

し
た
。

夏
は
若
者
た
ち
で
賑
わ
う
伊
豆
高
原

〈さ

く
ら
の
里
〉
に
パ
ス
は
向
か
い
ま
し
た
。
さ

く
ら
の
里
は
、
大
室
山
山
麓
に
全
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
桜
お
種

3
千
本
が
広
い
敷
地
に

植
栽
さ
れ

9
月

1

6
月
頃
迄
と
長
い
期

間
桜
の
花
が
楽
し
め
る
公
園
で
有
名
で
す
。

花
の
色
は
ピ
ン
ク
、
白
、
ぼ
た
ん
色
、
色
と

り
ど
り
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ま
だ

2

1

3
分
咲
き
で
し
た
が
、
伊
豆
グ
リ
ー

ン

パ
ー
ク
へ
行
く
途
中
の
道
筋
で
は
桜
の
花

が
誇
ら
し
げ
に
皆
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

〈伊
豆
グ
リ
ー
ン
パ
l
ク
〉
で
は
昼
食
と

見
学
。
こ
こ
は
熱
帯
植
物
園
で
温
室
の
中
に

足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
こ
こ
で
瞬
化
さ
れ
た

世
界
の
珍
し
い
熱
帯
の
蝶
が
飛
び
回
っ
て

い
ま
す
。
各
々
の
温
室
は
熱
帯
植
物
、
観
葉

植
物
、
ブ
1
ゲ
ン
ピ
リ
ア
や
花
の
女
王
と
言

わ
れ
る

〈洋
蘭
〉
が
咲
き
誇
り
、
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
は
宇
佐
美
か
ら
亀
石
峠
を
越
え
、
源

頼
朝
が
流
入
と
し
て
生
活
し
た
蛭
が
小
島

や
反
射
炉
の
あ
る
韮
山
で
食
後
の
デ
ザ
l

卜

〈
い
ち
ご
狩
り
〉
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ

こ
は
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
所
で
い
ち

ご
ハ
ウ
ス
が
、
道
路
両
側

一
面
に
あ
り
、
案

内
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
の
甘
い
香
り
と
ミ
ツ
バ

チ
に
迎
え
ら
れ
、
食
べ
放
題
の
イ
チ
ゴ
は
甘

く
粒
も
手
頃
な
大
き
さ
で
、
皆
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

土品
7
レ
れ
~
。

い
ち
ご
農
園
に
別
れ
を
告
げ
て
最
終
日

的
地
〈
沼
津
干
物
セ
ン
タ
ー
〉
へ
向
う
パ
ス

の
行
く
手
に
は
真

っ
黒
な
雨
雲
が
た
ち
は

だ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
皆
、
日
頃
の
お
と

な
い
が
よ
い
せ
い
か
雨
に
も
降
ら
れ
ず
、
無

@ 



事
買
い
物
も
終
了
。
お
土
産
を
沢
山
積
ん
で

パ
ス
は

一
路
成
瀬
に
、
皆
無
事
に
予
定
ど
お

り
着
き
ま
し
た
。

企
画
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
楽

し
い

一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多

く
の
皆
さ
ん
と
次
回
も
再
会
で
き
る
ご
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
成
瀬
第

一
地
区
会

吉
田

栄
)

ゐ

• 
「
桜
・
い
ち
ご
・
菜
の
花

春
の
一
日
を
満
喫
」

日
頃
南

4
地
区
は
、
法
人
会
副
会
長
井

上
さ
ん
の
も
と
、
成
瀬
第

木
目
回
会
長
、

成
瀬
第
二
八
木
会
長
、
小
川
つ
く
し
野
千
葉

種参

会
長
、
鶴
間
久
保
田
会
長
、
心
を

一
つ
に
し

て
、
地
区
活
動
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

当
日
天
気
は
ま
ず
ま
ず
、
パ
ス

3
台
で

町
田
を
出
発
。
日
頃
は
、
見
落
と
す
よ
う
な

景
色
も
、
パ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
勉
強

@ 

に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
里
で
は
、
満
開
と
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
見
物
し
、
人
形
館
も

見
学
し
ま
し
た
。
昼
食
の
後
、
い
ち
ご
の
食

べ
放
題
で
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
真
赤
な
い

ち
ご
を
食
べ
ま
し
た
。
お
い
し
か

っ
た
。
い

ち
ご
農
園
の
ご
好
意
で
菜
の
花
摘
み
も
さ

せ
て
も
ら

っ
て
楽
し
か

っ
た
。
パ
ス
の
中
で

は
同
席
の
方
々
と
、
今
時
の
仕
事
、

4
月
か

ら
の
税
の
事
な
ど
で
話
題
は
っ
き
な
く
‘
も

り
あ
が
り
ま
し
た
。

干
物
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
土
産
、
夕
食
の

食
材
と
買
い
こ
ん
で
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

楽
し
い

一
日
で
し
た
。

(
鶴
間
地
区
会

古
谷

末
子
)

金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
パ
ス
研
修
会

「
ワ
イ
ン
工
場
見
学
と

石
和
温
泉
入
浴
の
旅
」

3
月
日
日
、
第

6
回
目
の
パ
ス
研
修
会
。

毎
年
の
事
な
が
ら
お
天
気
の
心
配
。
今
年
も

位
名
の
申
し
込
み
、
こ
れ
は
上
出
来
と
思
つ

て
い
た
ら
、
当
日
ま
で
に
お
仕
事
の
都
合
上

7
名
の
キ
ャ
ン
セ
ル
。
で
も

お
名
の
参
加
。

口骨量
り
空
だ
が
ま
あ
ま
あ
の
天
気
。
パ
ス
の

中
で
は
地
区
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
本
部
の

八
木
副
会
長
か
ら
税
務
と
社
会
情
勢
に
つ

い
て
、
大
変
に
意
義
あ
る
講
義
を
し
て
項
き

ま
し
た
。
続
い
て
雑
学
ク
イ
ズ
等
で
楽
し
く

頭
の
体
操
を
し
て
い
る
聞
に
笹
子
ト
ン
ネ

ル
を
通
過
。
町
田
の
名
産
品
柿
ワ
イ
ン
の
醸

造
元
サ
ン
ト
ネ
l
ジ
ュ
ワ
イ
ン
工
場
に
到
着
。

@ 

工場見学を終えて・・・金森・高ケ坂地区の皆さん



• • 地区会のイベント
早
速
、
社
員
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

工
場
の
見
学
と
試
飲
。
皆
さ
ん
な
か
な
か
の

ワ
イ
ン
通
で
年
代
物
の
高
級
ワ
イ
ン
に
舌

づ
つ
み
を
打
ち
、
土
産
の
ワ
イ
ン
も
買
え
た

と
こ
ろ
で
ホ
テ
ル
慶
山
へ
。
食
事
と
温
泉
で

2
時
間
ゆ

っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
だ
後
は
、
最

終
目
的
地
の
山
梨
県
立
美
術
館
へ
。
ミ
レ
l

の
作
品
に
す
っ
か
り
陶
酔
、
満
足
し
た
顔
。

も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
か

っ
た
が
美
術
館

を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

帰
り
の
パ
ス
の
中
、
楽
し
い
話
で
盛
り
あ

が
り
、
来
年
も
新
し
い
企
画
を
考
え
て
皆
さ

ん
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
と
、

一
路
町
田

J¥ 。
地
区
の
役
員
さ
ん
ど
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

林

万
口

σrJ

H
H
玉
、

い ~r'J~;
ち日3山
ァe本地
詩漕〈Rh

a喜fz
斥急度

と 耳、

小
山
地
区
会
の
パ

ス
研
修
は

3
月
H
日

(
日
)
に
実
施
、
前
日
ま
で
の
冷
た
い
風
も

収
ま
り
、
行
楽
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
翌

日
が
雨
で
あ

っ
た
やた
け
に
絶
好
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
し
た
。

会
員
の
集
ま
り
も
良
好
で
満
席
で
の
ス

タ
l
ト
。
日
曜
と
い
う
こ
と
で
車
が
少
し
、

ペ
ー
ス
は
快
調
。

天
城
路
沿
い
の
大
仁
工
場
に
は
大
巾
に

早
い
到
着
で
午
前
中
の
見
学
と
な
る
。
酒
造

工
場
独
特
の
甘
っ
た
る
い
匂
い
漂
う
コ

l

天候にも恵まれて、大勢の方々に参加していただきました

ス
を
辿
り
、
大
き
な
ホ
l
ル
に
案
内
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
製
品
の

P
R
が
延
々
と
続
き

い
さ
さ
か
参
っ
た
が
、
帰
り
際
に
大
人
の
缶

ジ
ュ

ー
ス
の
差
入
が
あ
り
気
分
も
和
ら
い
だ
。

洋
ら
ん
パ

l
ク
は
目
と
鼻
の
先
で
そ
こ

で
小
山
地
区
会
特
製
の
お
弁
当
を
頂
き
見

学
と
な
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
祖
室
内
に

は
カ
ラ
フ
ル
な
洋
ら
ん
が
咲
き
乱
れ
熱
帯

植
物
が
頭
上
に
生
い
茂
り
南
国
ム

l
ド
そ

の
も
の
で
し
た
。

最
後
の
お
楽
し
み
は
韮
山
で
の
い
ち
ご

狩
り
。
各
自
十
二
分
に
満
喫
し
ビ
ニ

ー
ル

ハ

ウ
ス
を
後
に
し
ま
し
た
。
土
産
庖
の
並
ぶ
沼

津
経
由
で
多
少
の
遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が

無
事
帰
着
す
る
乙
と
が
出
来
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
好
天
に
恵
ま
れ
た
と
は
い
え
所
詮

関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
。
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
結
び
と
致
し
ま
す
。

(
中
島

国
男
)

@ 
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去
る

3
月
お
日
(
日
)
に
木
曽
地
区、

忠
生
西
地
区
、
忠
生

・山
崎
地
区
の

3
地
区

合
同
パ
ス
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

さ
す
が
に

3
地
区
合
同
と
あ

っ
て

打
名
の

参
加
を
頂
き
パ
ス
も

2
台
と
な
り
ま
し
た
。

審議

J
A
町
田
忠
生
支
自
前
に
集
合
し
た
後
、

東
名
高
速
、
首
都
高
速
を
経
て
中
央
区
に
あ

る
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
に
着
き
ま
し
た
。
当
日

は
曇
り
が
ち
で
ま
だ
寒
く
、
都
心
と
は
思
え

な
い
程
の
静
寂
さ
で
し
た
。
水
上
パ
ス
で
墨

田
川
を
上
り
浅
草
吾
妻
橋
へ

。
上
陸
後
、
写

建静

真
撮
影
を
し
て
か
ら
浅
草
公
園
(
浅
草
寺
、

中
見
世
)
で
自
由
散
策
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
日
曜
日
と
あ
っ
て
大
変
な
賑

わ
い
で
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
食
は
浅
草

ビ
ュ

l
ホ
テ
ル
(
旧
国
際
劇
場
)
の
見
晴
ら

し
の
良
い
所
で
イ
タ

リ
ア
ン
バ

イ
キ
ン
グ

4惨

で
し
た
。

昼
食
後
、
池

袋
に
あ
る
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
印
の

展
望
台
と
水
族

館
を
見
学
し
ま

し
た

。
館
内
は

広
く

4
つ
の
建

物
に
分
か
れ
て

い
て
い
ろ
ん
な

テ
ナ
ン
ト
が
入

っ
て
い
る
上
、

混
雑
し
て
い
た

た
め
迷
子
に
な

り
そ
う
で
し
た
。

@ 

特
に
休
日
は
車
で
来
な
い
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。一

般
車
両
の
駐
車
場
待
ち
に

一
時
間

(
菅
野

原
町
田
第

一

パ
ス
研
修
会

「
三
保
文
化
ラ
ン
ド
見
学
と

い
ち
ご
狩
り
の
旅
」

-第
二
地
区
会

半

・・・

電
車
の
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
土
産
を
沢
山
手
に
持
っ
て
中

央
高
速
経
由
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

俊
之
)

3
月

M
日

(
水
)

日
名
参
加

-
一一一保
の
松
原
を
見
学
の
後
、
三
保
文
化
ラ



• • 地区会のイベント

ン
ド
で
は
海
洋
科
学
博
物
館
、
人
体
科
学
博

物
館
、
自
然
史
博
物
館
を
見
学
。
最
後
に
食

べ
放
題
の
い
ち
ご
で
満
足
な

一
日
で
し
た
。

ゐ

「
コ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

3
月
げ
日

(水
)

お
名
参
加

-
沼
津
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
。
原

田
島
隆

一
さ
ん
が
優
勝
。

町
田
第

一
地
区

鶴
川
3
地
区
合
同
パ
ス
研
修
会

「
日
本
平
と

い
ち
ご
食
べ
放
題
の
旅
」

3
月
叩
日

(木
)

即
名
参
加

-
浅
間
神
社

・
東
照
宮
を
参
拝
。
か
ぶ
と
煮

の
畳
食
後
、
食
べ
放
題
の
い
ち
ご
で
満
腹
に
・

.. 

旭
町
地
区
会
パ
ス
研
修
会

「
早
春
の
南
房
総
花
摘
み
と

い
ち
ご
狩
り
の
旅
」

3
月
叩
日

(水
)

お
名
参
加

-
機
の
香
り
豊
か
な
荒
機
料
理
の
昼
食
と
、

ポ
ピ
!・

菜
の
花
摘
み
で
春
の
一廓一
総
を
満
喫
。

@ 



便り
青年部会・第20固定期総会

「部会員の年齢を
50歳以下に規約改正」

去
る

4
月
初
日
、
法
人
会
事
務
局
に
於

て
、
第
加
固
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
も
三
部
構
成
と
し
、
第

一
部
で
は
、
税

務
研
修
会
を
行
い
、
佐
藤
上
席
指
導
官
か
ら

「
平
成

日
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
お
話
し
て
項
き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の

話
は
、
投
資
促
進
税
制
い
わ
ゆ
る
パ
ソ
コ

ン
減
税
で
、
こ
れ
は
平
成

日
年

4
月

1

日
か
ら
平
成
ロ
年

3
月
白
日
ま
で
の
期

問
中
に
、
情
報
通
信
機
器
(
パ
ソ

コ
ン
本
体

万
円
以
内
な
ら
ば
そ
の
取
得
価
額
の
ノL
ゴニ

額 100

+
付
属
装
置
)
を
購
入
、
使
用
す
る
と
、

を
損
金
の
額
に
算
入
で
き
る
と
い
う
措
置

で
す
。

第
二
部
の
総
会
で
は
、
親
会
よ
り
岩
波
会

長
、
神
蔵
女
性
部
会
長
、
村
松
総
務
副
委
員

長、

三
橋
広
報
副
委
員
長
、
町
田
税
務
署
か

ら
加
賀
副
署
長
、
土
屋
統
括
官
、
佐
藤
上
席

指
導
官
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
第

5
号
議
案
と
し
て
会
員
の
年
齢

を
印
才
以
下
の
者
と
す
る
規
約
改
定
承
認

の
件
を
含
め
、
す
べ
て
満
場

一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
文
、
今
年
度
は
役
員
改
選
期
で

も
あ
り
、
堤
新
部
会
長
を
中
心
に
、
中
島
、

志
水
、
諸
星
、

小
川
、

大
野
、
荒
江
各
副
部

会
長
、
野
村
、
岩
崎
各
会
計
が
新
し
く
選
任

部会長として最後の挨拶をされる東僚氏

@ 

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て

2
期

4
年
間
、
部
会
長
を
務
め

げ
た
、
東
候
部
会
長
は
相
談
役
と
し
て

後
輩
の
指
導

・
育
成
の
お
手
伝
い
を
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。

第
三
部
で
は
懇
親
会
を
設
け
、
無
事
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

(
諸
星

征
孝
)



女性部会・第18固定時総会

「親会の事業にも積極的に参加」

去
る

6
月

8
日
、
爽
や

か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ザ

長い間、ありがとうございました

エ
ル
シ
ィ
町
田
に
於
い
て

第
四
固
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

親
会
よ
り
八
木
会
長
、
堤

青
年
部
会
長
、
税
務
署
よ
り

加
賀
副
署
長
、
土
屋
統
括
官
、

佐
藤
上
席
指
導
官
を
は
じ
め
、

大
同
生
命
幸
本
所
長
、

A
I
U
小
杉
支
届

長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
開
会
さ
れ
、
各

議
案
が
ス
ム
ー
ズ
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
俳
句
講
習
会
は
人
気
が
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
後
有
志
に
よ
り
句
い
ざ
よ
い
句

会
が
誕
生
し
、
句
会
を
月

1
回
行

っ
て
お

り
ま
す
。
又
、
青
年
部
会
と
合
同
の
公
開
講

演
会
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
土
田
和
歌
子
さ
ん
を
諦
師
に

お
迎
え
し
、
「
生
き
る
為
に
努
力
す
る
」
と

言
う
事
を
強
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

長
び
く
不
況
で
経
済
は
先
が
見
え
ま
せ

ん
が
、
親
会
あ
っ
て
の
女
性
部
会
で
す
。
親

会
の
事
業
に
参
加
は
勿
論
で
す
が
、
会
員

増
強
や
福
利
厚
生
制
度
へ
の
協
力
を
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
意
見
を
取
り
上
げ
、
時
代
に
合

っ
た
内
容
の
事
業
を
考
え
実
行
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
任
期
満
了
に
よ
り

東
保
、
土
方
両
副
部
会
長
は
、
後
輩
に
役
を

委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
婦
人
部
会
と
し
て
設

立
以
来

口
年
問
、

会
の
発
展
と
運
営
の
た

め
に
献
身
的
努
力
を
重
ね
て
今
日
の
部
会

を
築
い
て
下
さ
い
ま
し
た
方
な
の
で
、
総

会
の
席
で
感
謝
の
言
葉
を
そ
え
て
、
花
束

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
八
木
会
長
、

加
賀
副
署
長
よ
り
、

女
性
部
会
に
期
待
と
励
ま
し
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
無
事
閉
会
出
来
ま
し
た
。
本
当

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

神
蔵

玉
江
)

女性部会・第18固定時総会講演会

「落語で気分も晴ればれJ

無
事
総
会
終
了
後
、
地
元

桜
美
林
大
卒
で
女
性
初
の
真

打
で
あ
り
ま
す
古
今
亭
菊
千

代
師
匠
を
お
迎
え
し
、

『楽

屋
裏
話
と
落
語
」
と
い
う
演

題
で

1
時
間
た
っ
ぷ
り
お

笑
い
の
渦
の
中
に
浸
り
ま
し

た
。お

若
い
師
匠
は
手
話
落
語
、

子
供
の
た
め
の
落
語
の
研
究
、

司
会
、
講
演
等
、
幅
広
い
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

きす
た ご
り翠
内「 口口

兄E界
さに
んお
ノ¥p

のて
気の
遣し

で
す
。

得
し
、
き
び
し
い
修
業
を
通
過
さ
れ
た
そ
う

ぃ
、
心
配
り
を
い
ち
早
く
体

文
、
あ
い
う
え
お
に
〈
ん
〉
を
つ
け
、
あ

ん
(
率
、
い
ん
(
色
、
う
ん
(
連
、
え
ん
(
縁
)
、

お
ん
(
恩
)
を
大
事
に
し
て
、
人
や
仕
事
に

接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
お
ら
れ
、
我
々
経

営
に
携
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
も
多
々
相
通

づ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り

@ 



社団法人前回法人会女性部会 ，

第四固定時総会:

土
品
7

レ
4
~

。

落
語
は
「
杉
山
鏡
」
と
題
し
、
昔
、
鏡
が

世
の
中
に
い
き
わ
た

っ
て
い
な
い
頃
の
話
で
、

軽妙なタyチで笑L、を誘う菊千代師匠

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
展
開
の
こ
つ
け
い

極
ま
り
な
い
も
の
で
し
た
。

軽
妙
な
タ

ッ
チ
と
歯
切
れ
の
良
い
テ
ン

ポ
の
師
匠
の
話
に
、
束
の
間
の
梅
雨
の
晴
れ

聞
の
よ
う
な
気
分
に
吸
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

(
坂
田

弘
子
)

源泉部会・第l回源泉部会研修会

「夏期減税等について研修会実施」

便り

@ 

5
月
ロ
日
、

法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

本
年
度
第

1
回
源
泉
部
会
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

相
馬
源
泉
部
会
長
の
挨
拶
に
つ

w

つ
い
て
、

町
田
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門
、
中
村
統

括
官
お
よ
び
佐
藤
上
席
調
査
官
に
、
平
成

日
年
度
税
制
改
正
等
の
あ
ら
ま
し
、
特
別

調
整
方
式
に
よ
る
夏
期
減
税
の
あ
ら
ま
し

等
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
者
は
お
名
、
司
会
は
大
沢
副
部
会

長
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。



さる成人病健診
<健康に自信仕事に自信>

当
会
は
、
財
団
法
人
全
日
本
労
働
福
祉
協

会
健
診
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
半
日
人
間

ド
ッ
ク
形
式
の
胃
癌
・
大
腸
癌
な
ど
日
項

目
(
総
合
コ

l
ス
)
に
も
お
よ
ぶ
成
人
病
健

診
を
平
成

9
年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
去
る

5
月
幻
日
・
お
日
の
両
日

実
施
致
し
ま
し
た
。

乙
の
事
業
も
会
場
提
供
者
の
ご
協
力
等
関

係
者
の
暖
か
い
ご
支
援
を
得
て
、
よ
う
や
く

軌
道
に
の
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

各
実
施
日
に
お
け
る
受
診
者
数
は
次
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

今
後
も
毎
年

5
月

・
日

月
に
そ
れ
ぞ
れ

一一
日
間
実
施
す
る
予
定
で
す
。

費
用
は
健
診
コ

l
ス
・
検
査
項
目
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
約

3
割
安
と
な

っ
て
お
り

所
要
時
間
は
平
均

2
時
間
位
で
す
。

)¥137名

/¥ 
/ ¥ 

/ ¥ 
/ 』
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実
施
の
際
は
そ
の
都
度
全
会
員
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

，色
-
、、4
0

7
、
、lv

11年5月10年5月 10年11月9年11月9年1月
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5丹
修
ラ~
3て

Cコ
貝

一
中
高
年
を
対
象
に

一
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室
を
実
施

初
心
者
の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
パ

ソ
コ
ン
体
験
教
室
を

6
月

7
日
と

M
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

ム一
A

.&.. 

写真は7月14日の体験教室風景

@ 

の

7
日
は
、
「
中
高
年
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン

教
室
」
と
題
し
て
、
基
本
ソ
フ
ト
と
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
の
年
齢
層
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
、

同
じ
教
室
の
中
で
理
解
で
き
る
人
と
で
き

な
い
人
が
出
て
き
ま
す
。
対
象
を
中
高
年
に

限
定
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
解
決
で
き
れ
ば

と
思
い
企
画
し
ま
し
た
。

U
日
は
、

「
顧
客
管
理
と
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
を
つ
く
る
」
と
題
し
て
、
エ
ク
セ
ル
(
表

計
算
ソ
フ
ト
)
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
を
つ

か
つ
て
、
住
所
録
の
並
べ
変
え
や
検
索
、
は

が
き
の
宛
名
印
刷
な
ど
を
マ
ス
タ
ー
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
習
内
容
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

調
査
で
は
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場
は
メ

デ
ィ
ア
バ
レ

1
町
田
・

5
階
パ
ソ
コ
ン
教

室
で
し
た
。
(参
加
者

鈍
名
)

-
5
月
に
申
告
書
を

一
提
出
す
る
法
人
に
向
け

一
申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
を
開
催

さ
る

5
月
比
日
、
法
人
税
申
告
書
の
書

き
方
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作
成

し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自
分
)

で
作
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

参
加
者
は
前
回
よ
り
増
え
て
幻
名
で
し

た
。

J

ム肱



の
?部(

株
)
宝
永
堂

三
橋

園

民

N
H
K
M美
の
朝
"
放
送
「
鎮
魂
」
と
「
ほ
ほ
え
み
」

窓脆
f氏の
き )11

い
た
み
に
は

散
る
花
の

ね
ぢ
花
の

風
さ
と
く

夕
暮
や

わ
が
ま
ち
の

桜
一緊

降
る
や

帰
国
娘
の

夏
鉄
を
打
て
い

ほ
ほ
え
む
頬
に
触
れ
し
雪

(
株
)
ア
ロ
l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

児
ら
梅
花
藻
の

託
児
教
官

瀬
を
に
ご
し

一旦
の
花

(
株
)
堤
ビ
ル

堤

敏

栄

触
れ
ぬ
見
舞
や
タ
ざ
く
ら

風
に
悔
な
く
昏
れ
ゆ
け
る

(株
)
三
興

渋
谷

探
れ
そ
こ
ね
し

白
雨
た
の
し
む

侭
立
て
る

木
の
家
旧
り

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

丸
山

j熊
夫

弥
生
灯
火
成
瀬
ま
ち

春
の
技
競
ふ

無
気
力
の

春
の
雲

武

業
平
忌

稜
線
に

滴
り
の

や
や
影
の

清

遠
き
日
が

五
月
雨
や

(
有
)
加
藤
電
機

真
昼
の
空
を

富
士
を
隠
し
て

(
有
)
理
容
ひ
か
る

逢
ふ
か
も
知
れ
ぬ

青
葉
若
葉
の

(
有
)
シ
マ
ノ

山
を
呑
み
込
む

大
き
く
見
ゆ
る

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

加
藤

美
恵
子

飛
べ
ぬ
蝶

湧
き
に
け
り

117¥; 

ハツエ

夢
を
見
し

目
覚
め
た
り

島
野

好
子

自前
件池

東
(1集

節
子

か
へ
り
し
想
ひ
花
こ
ぶ
し

ふ
る
さ
と
匂
ふ
タ
鯛
時

(株
)川
旧
日也
子
計
算
セ
ン
タ
ー

ほ
ろ
ほ
ろ
と
鳩
の
歩
み
や

夏
蝶
を
影
ご
と
さ
ら
ふ

庭
に
咲
く

石
垣
の

(
株
)
三
徳

牡
丹
い
ち
め
ん

富
士
交
通
(
有
)

名
も
な
き
草
に

主
方
い
よ
子

梅
雨
の
入
り

風
の
神

山
口

栄
子

夕
日
い
ろ

吉
JII 

良
子

春
の
風

斗
ず
か
刈り
商
事

香
り
ほ
ぬの

か
に

(
有
)
う
ち
だ

内
日:1

羅i
を"

も
て
あ
そ
び
つ
〉

言
ひ
訳
す

(株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

* 村

ト
セ
子

石
と
化
し

流
れ
を
か
は
す

朝
寝
鴨

神
蔵
興
業
(
有
)

村l

蔵

太
陽
と

若
葉
を
そ
へ
て

部
屋
を
貸
す

短
歌
の
部

(
株
)
飯
田
機
械
産
業

高
声
に
豆
ま
く
人
の
無
く
な
り
て

老
わ
れ
一人

声
張
り
て
撒
く

飯
田

枯
草
の
中
に
真
赤
き
ひ
ど
み
咲
く
道
を

歩
き
て
幼
友
訪
ふ

正
予

| 短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は9月予定です。 I

玉
江

重
利

@ 



平
成
十
一
年
度

••• 
法
人
の
基
本
税
率
・

軽
減
税
率
の
引
き
下
げ
が

" 

平
成
十
一
年
度
改
正
で
は
、
わ
が
国
の
経
済
社

会
の
構
造
的
変
化
、
国
際
化
の
進
展
等
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
現
在
の
厳
し
い
景
気
動
向
に
配
慮

し
、
法
人
課
税
が
国
際
水
準
並
み
に
軽
減
さ
れ
る

と
と
も
に
、
個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
も
恒
久
的

な
減
税
が
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

法
人
会
の
税
制
改
正
要
望
の
主
な
実
現
事
項

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

法
人
課
税
の
税
率
引
き
下
げ

前
年
度
に
引
き
続
き
、

法
人
税
お
よ
び
法
人
事

し
た
。

業
税
の
税
率
が
以
下
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま

①
法
人
税
率
の
引
き
下
げ

普
通
法
人
の
基
本
税
率

中
小
法
人
の
軽
減
税
率

公
益
法
人
等
の
軽
減
税
率

②
法
人
事
業
税
の
税
率
の
引
き
下
げ

〈普
通
法
人
の
標
準
税
率
〉

改
正
前

一
、
法
人
課
税
の
税
率
引
き
下
げ

二
、
個
人
の
所
得
課
税
の
最
高
税

率
の
引
き
下
げ

三
、
企
業
関
連
税
制
の
拡
充

四
、
有
価
証
券
取
引
税
お
よ
び
取

引
所
税
の
廃
止

五
、
個
人
の
長
期
土
地
譲
渡
益
課

税
の
負
担
軽
減

改
正
前

改
正
後

・
閤
図
・

・
固
闘
・

-
E
m
-

改
正
後

@ 

以
上
①
②
の
改
正
に
よ
り
、
法
人
の
い
わ
ゆ
る

実
効
税
率
は
、
四
六

・
三
六
%
か
ら
四

0
・
八

七
%
へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-Rこれ
ら
の
改
正
は
、
平
成
十

一
年
四
月

一
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

個
人
の
所
得
課
税
の
最
高
税
率
の
引
き
下
げ

所
得
税
の
最
高
税
率
お
よ
び
そ
の
適
用
所
得
金

額、

個
人
住
民
税
の
最
高
税
率
が
以
下
の
と
お
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。



①
所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
き
下
げ

適

用

所

得

金

額

改

正

前

適

用

所

得

金

額

改

正

後

適
用
所
得
金
額
改
正
前

②
個
人
住
民
税
の
最
高
税
率
の
引
き
下
げ

適
用
所
得
金
額
改
正
後

o 

以
上
①
②
の
改
正
に
よ
り
個
人
所
得
課
税
の
最

高
税
率
が
六
五
%
か
ら
五
O
%
へ
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

大
ま所ご
す得れ
。税ら

H52 
人正
住 は
ー.¥..:. 、

税 平
か成
ら十

昔年
手宣勺..， 、』戸J

て分
い の

回
企
業
関
連
税
制
の
拡
充

(
一
)
パ
ソ
コ
ン
減
税

個
人
事
業
者
や
法
人
が

一
O
O
万
円
未
満
の
情

報
通
信
機
器
を
取
得
し
た
場
合
、
取
得
し
た
事
業

年
度
で
即
時
償
却
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

女
こ
の
措
置
は
、
平
成

十

一
年
四
月

一
日
か

ら
平
成
十
二
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
の

一

年
間
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

(
二
)
中
小
事
業
者
の
欠
損
金
の
繰
り
戻
し
還
付

設
立
五
年
以
内
の
中
小
事
業
者
の
欠
損
金
額
に

つ
い
て
、
前

一
年
間
の
繰
り
戻
し
還
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
こ
の
規
定
は
、
平
成
十

一
年
四
月

一
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

(
三
)
事
業
承
継
に
か
か
る
相
続
税
負
担
の
軽
減

相
続
税
の
計
算
に
お
い
て
、
引
き
続
き
事
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
小
規
模
宅
地
等
の
評
価
額

は
、
原
則
と
し
て
二

O
%
に
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
適
用
対
象
面
積
が
三
三

0
2m(改
正
前
二
0
0
2m)

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

-Rこ
の
規
定
は
、
平
成
十

一
年

一
月

一
日
以
後

の
相
続
・
遺
贈
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
価
証
券
取
引
税
お
よ
び
取
引
所
税
の
廃
止

有
価
証
券
取
引
税
お
よ
び
取
引
所
税
に
つ
い
て

は
、
平
成
十

一
年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

回
個
人
の
長
期
譲
渡
益
課
税

個
人
の
長
期
所
得
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
譲
渡
益
課
税
が
以
下
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
前

改
正
後

n03-3357-0771 A
口連人法

女
こ
の
特
例
措
置
は
、
平
成
十

一
年

一
月

一
日

市
甘

味
川

か
ら
同
十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
削

の
長
期
所
有
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の

一

譲
渡
所
得
に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

先

以
上
の
ほ
か
、
所
得
課
税
に
お
い
て
は
、

子

育

肘

て
・
教
育
減
税
と
し
て
扶
養
控
除
等
の
額
の
引
き

叶

上

げ

、

法

人

課

税

で

は

、

明

特
別
償
却
、
中
小
企
業

同

投
資
促
進
税
制
の
拡
充

m

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

加の

ま
た
、
適
格
年
金
等

こ
-R 

の
退
職
年
金
等
積
立
金

に
対
す
る
特
別
法
人
税

(
一
%
)
の
適
用
が
平
成

十

一
年
四
月

一
日
か
ら

二
年
間
停
止
さ
れ
て

い

ま
す
。

@ 



平
成
十
一
年
度

••• 

源
泉
徴
収
事
務
で
注
驚
か
必
要

平
成
十
一
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
一
年
(
度
)
以
後
の
所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税
に
つ

い
て
、
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
定
率
減
税
の
実
施
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
事
務
が
変
更
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
得
税
お
よ
び
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

所
得
税

そ
の
年
の
所
得
税
額
か
ら
そ
の
年
分
の
所
得
税
額

の
二
O
%
相
当
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

二

O
%
相
当
額
が
二
十
五
万
円
を
超
え
る
場
合
は
二
十

五
万
円
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
十

一
年
分
以
後
の
所
得
税
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

個
人
住
民
税

そ
の
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
税
割
額
か
ら
そ

の
年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
税
割
額
の
十
五
%
相

当
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
十
五
%
相
当
額

が
四
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
四
万
円
と
さ
れ
ま
す
。

@ 

こ
の
改
正
は
、
平
成
十

一
年
度
分
以
後
の
個
人
住

民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
と
個
人
住
民
税
の
税
率
改
正
と
定
率
減
税

後
の
税
額
軽
減
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

住所 税

課税所得
言十

税民得税
目

改 五O IZ9tて
①正七 O 七

万 万万 前円 円円

② 税率改O lZ9プミ

望の七 O 七
万 万万 正円 円円

f圭
)¥ 三五

③5 税fi 

改
プL ー- 、ノハー
ーノ、 " 、 正
万

万円万円円
f量

七回三 6経
四四 ③I j額成
万 万万円
円円

¥ 
住所 税

課書得
言十

税民得税
目

七 二二四 改互王 五九
①正 、五七

万
万円万円 前 O 円

O 

② 税率改

O 
t 二二lZ9

万円二二 :fL
O 九一
万 万万 正 の円 円円

後
場ロ

③ 減税定率

改，j，L 、 一四 、/ーaー-ー ー/圃ι、ー

互L" 正万 方万
円 円円

後 後

-ノ~、 ーE一E・ Eー=

6語- 10ー

万 万 万
円 円 円 g額

住所 税
/ 

言十
民税得税 書謹需目

九 五三 改
四五 五九 ①正

五七
目IJ O 方 方万

円 円円

七 四二 税率
八= ②改O 九

方
方円方円

正
円 後

四二 ③滅定率 正改:fL 八 O
互Eプミ

万
万円万円

手見
円 後後

6軽ーノ、 七九
0 - l 滅

万 万万 包額円 円円



給
与
所
得
者
と
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
場
合

で
、
定
率
減
税
の
実
施
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

川
給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
場
合
、
平
成
十

一
年
分
の
給
与

に
つ
い
て
は
、
次
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

改
正
前
の
税
額
表
で
源
泉
徴
収

改
正
後
の
新
し
い
税
額
表
(
最
高
税
率
の
引

下
げ
や
定
率
減
税
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
)
で
源
泉
徴
収

こ
の
場
合
、

一
i
三
月
ま
で
の
給

与
の
定
率
減
税
分
(
給
与
特
別
調
整

控
除
額
)
は
、
六
月

一
日
以
後
最
初

に
支
払
わ
れ
る
給
与
等
の
源
泉
徴
収

税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。六

月

一
日
以
後
最
初
に
支
給
さ

れ
る
給
与
等
か
ら
の
控
除
は
、
式

1
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
金
額
は
、
四
五
、

0
0
0円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

一
年
間
を
通
じ
た
定
率

減
税
額
が
二
五
万
円
を
上
限
と
し
て

い
る
た
め
、
ボ
ー
ナ
ス
が
五
ヶ
月
あ

る
と
仮
定
し
て
式

2
の
按
分
計
算
し

た
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

な
お
、
六
月
分
の
給
与
等
の
源

剖

泉
徴
収
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な

ば

い

一
1
一二
月
ま
で
の
定
率
減
税
額
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
以
後
の
給
与
等
の
源
泉
徴
収
税
額
か
ら

順
次
差
し
引
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
1
三
月
分
の
定
率
減
税
の
六
月
控
除
は
、

「一

l
三
月
ま
で
の
給
与
」
と
「
六
月
以
後
の
給
与
等
」

が
、
同

一
の
給
与
支
払
者
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
場

合
で
、
か
っ
、
受
給
者
が
甲
欄
適
用
者
と
な
る
場

合
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
方
に
は

六
月
控
除
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

[式1]

11~3駅の ]X20% 漉泉徴収税額の合計額
25万円-:-17(12ヶ月+5ヶ月)

X3(ヶ月)キ45，000円

①
四
月
一
日
以
後
に
転
職
し
て
き
た
方

②
四
月
一
日
入
社
の
新
入
社
員

(
注
)

「甲
欄
適
用
者
」
と
は
、
給
与
支
払
者
へ

「給
与
所

得
者
の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方

を
い
い
ま
す
。

ω公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
場
合

公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
場
合
は
、
次
の
取
扱

い
と
な
り
ま
す
。

• • に は ー わ四
対、 iれ月
す給 = ま ー
る与百す日
税等込 。以
額と ぷ 後
か同 o 二
ら様~ 0 
控 に さ % 
Il..6. -L- 1I1J'i 刀、

7H弾五
れ以労 率
ま 後に 減
すのつ 税
。年 t¥が

金て 行

@ 



投
資
促
進
税
制

(
パ
ソ
コ
ン
減
税
)
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度

••• 

平
成
十
一
年
度
の
税
制
改
正
で
、
約
九
兆

四
千
億
円
の
過
去
最
大
規
模
の
減
税
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
民
間
の
設
備
投
資
を
促
進
す

る
た
め
創
設
さ
れ
た
情
報
通
信
機
器
の
即
時

償
却
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

旦
パ
ソ
コ
ン
減
税
の
概
要

平
成
十

一
年
度
の
税
制
改
正
で
、

一
O
O
万
円

未
満
の
情
報
通
信
機
器
に
つ
い
て
即
時
償
却
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
青
色
申
告
者
で
あ
る
個
人
事
業
者
文
は

法
人
が
、
平
成
十

一
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
十
二

年
三
月
=
二

日
ま
で
の
聞
に
、
取
得
価
額

一
0
0

万
円
未
満
の
特
定
の
情
報
通
信
機
器
を
取
得
し
、

事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
取
得
価
額

の
全
額
を
損
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

景
気
対
策
の

一
環
と
し
て
施
行
さ
れ
た
今
回
の

パ
ソ
コ
ン
減
税
は
、
来
年
三
月
ま
で
の
時
限
措
置

と
な

っ
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
耐
周
年
数
が
六

年
で
、
現
行
制
度
で
は
通
常
六
年
間
で
償
却
し
ま

す
の
で
、
今
回
の
パ
ソ
コ
ン
減
税
を
利
用
す
る
と

単
年
度
で
大
き
な
減
税
メ
リ

ッ
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

e 

2
対
象
機
器
は

8
設
備

対
象
と
な
る
情
報
通
信
機
器
は
、
「
電
子
計
算
機
」

「デ
ジ
タ
ル
捜
写
機
」
「
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」
「
デ
ジ
タ

ル
構
内
交
換
設
備
」
「
デ
ジ
タ
ル
ボ
タ
ン
電
話
設
備
」

。

「
電
子
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
設
備
」

「
マ
イ
ク
ロ
フ

ァ
イ

ル
設
備
」

「
I
C
カ

l
ド
利
用
設
備
」
の
八
設
備
に

特
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
体
価
格
に
含
め
ら
れ
る
周
辺
機
器
は
、

「キ
ー
ボ
ー
ド」

「デ
ジ
タ
イ
ザ
l
」
「
ス
キ
ャ
ナ
l
、

プ
リ
ン
タ
ー
」
「
プ
ロ

ッ
タ
l

(
設
計
図
用
大
型
プ

リ
ン
タ
ー
」
)
」
な
ど
八
種
類
の
入
力
装
置
と
、

M

O
、
ハ

1
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
補
助
記
憶
装
置
、

モ
デ
ム
な
ど
の
通
信
制
御
装
置
な
ど
で
す
。

税
務
上
、
会
社
が
購
入
す
る
減
価
償
却
資
産
は

「
一
体
」
の
機
器
ご
と
に
ひ
と
つ
の
資
産
と
し
て
判

断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
体
と
合
わ

せ
て

一
O
O万
円
未
満
の
限
度
額
に
達
す
る
ま
で
、

指
定
の
周
辺
機
器
価
格
を
順
次
加
算
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
加
算
で
限
度
額
に
取
り
込

め
な
か

っ
た
周
辺
機
器
に
つ
い
て
も
、
単
体
で

「一

体
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ

一
O
万
円
未

満
の
少
額
減
価
償
却
資
産
と
な
れ
ば
、
損
金
経
理

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

乙?

S
固
定
資
産
税
は
従
来
同
様
課
税

今
回
の
パ
ソ
コ
ン
減
税
で
、
減
税
効
果
が
あ
る

の
は
国
税
の
法
人
税
と
所
得
税
で
あ
り
、

地
方
税

で
あ
る
固
定
資
産
税
は
従
来
通
り
課
せ
ら
れ
ま
す
。

企
業
や
個
人
事
業
主
は
保
有
の
資
産
の
総
額
に

対
し
、
一
定
の
比
率
で
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま

す
。
税
率
は
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、



-対象となる情報通信機器(次の器具備晶で、取得価額が100万円宋満のもの)

-電子計算機

・デジタル復写機

・メモリー送受信機能付普通紙ファクシミリ

・デジタル構内交換設備

・デジタルボタン電話設備

・電子ファイリング設備

・マイクロファイル設備

・ICカード利用設備

。即時却分 I~ 」
| 2年目 l 
y く

t> u~ t 

標
準
税
率
は

一
・
四
%
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
の
制
度
を
利
用
し
て
パ
ソ

コ
ン
を
購
入

す
る
と
そ
の
分
資
産
が
上
乗
せ
に
な
り
、
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
額
も
増
え
る
の
で
税

負
担
も
増
加
し
ま
す
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
課
税
客
体
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
パ
ソ
コ
ン
減
税
で
購
入

し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
償
却
資
産

と
同
様
の
管
理
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

b
一
括
三
年
償
却
制
度

4
と
の
相
違
点

平
成
十

0
年
度
の
税
制
改
正
で
、

一
O
万

円
以
上
二

O
万
円
未
満
の
資
産
は
、

一
括
し

て
三
年
で
償
却
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
少
額
減
価
償
却
資
産
と
し

て
即
時

一
括
償
却
で
き
る
資
産
の
取
得
価
額

要
件
が

二

O
万
円
未
満
か
ら

一
O
万
円
未
満

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
で
き
た
も
の

で
、
取
得
価
額
の
三
分

の

一
づ
つ
を
三
年
間
に

わ
た
っ
て
均
等
に
損
金

算
入
す
る
も
の
で
す
。

こ
の

一
括
三
年
償
却

制
度
の
利
用
は
任
意
で

す
が
、
固
定
資
産
税
が

不
要
で
、

資
産
取
得
後

一
回
目
の
中
間
申
告
で
は
、

実
質
の
保
有
期
間
で
は
な
く

一
年
分
の
償
却
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
コ
ス
ト
低
減
に
役
立
つ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
同
制
度
の
適
用
の
条
件
と
し
て
、
「
資
産

の

一
部
を
破
棄
し
た
と
し
て
も
限
度
額
は
機
械
的

に
計
算
さ
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
損
金
に
算
入
し
て

い
く
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
処
分
し
て
も

三
年
間
は
資
産
を
帳
簿
か
ら
消
す
こ
と
が
で
き
な

い
不
便
さ
も
あ
り
ま
す
。

唱

c 

5
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
と
の
選
択

パ
ソ
コ
ン
減
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
情
報
通

信
機
器
に
つ
い
て
、

一
設
備
文
は
同

一
種
類
の
複

数
設
備
の
合
計
が

一
O
O
万
円
以
上
と
な
る
場
合
、

取
得
価
額
の
七
%
の
税
額
控
除
、
ま
た
は
取
得
価

額
の
三

O
%
の
特
別
償
却
と
の
選
択
適
用
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
四
O
万
円
の
パ
ソ
コ

ン
を

一
五
台
購
入
し
た
場
合
、

一
台
の
取
得
価
格

が

一
O
O
万
円
未
満
で
あ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
減

税
の
対
象
と
な
る
と
同
時
に
、

一
五
台
の
パ
ソ
コ

ン
の
取
得
価
額
の
合
計
は
六
O

O
万
円
と
な
る
た

め
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
適
用
対
象
に
も

な
り
ま
す
。

単
年
度
で
大
き
く
減
税
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
た

め
に
は
、
今
回
の
パ
ソ
コ
ン
減
税
に
よ
る

一
括
損

金
計
上
を
選
択
す
る
方
が
有
利
で
し
ょ
う
。

@ 



$ 
「コンビュータ

西暦2000年問題」

準備は万全ですか!

西
暦

2
0
0
0
年
ま
で
残
す
と

こ
ろ

6
ヶ
月
を
切

し
た
。
こ

の
問
題
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

ち 1
ら 9
カ1・ 9

先 9
か年
分と

か 2
ら 与O
な O
¥， ¥ 0 

生
そ

な
混
乱
か
ら
起
き
る
重
要
な
問
題

で
す
。

現
代
社
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
普
及
し
て
お

り
各
企
業
の
業
務
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

未
対
応
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
た
め

に
、
た
と
え
ば

、
正
し
い
日
付
表

不
や
年
数
計
算
が
で
き
な
く
な
り
、

お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な

っ
た
り
、
マ
イ
コ
ン
を
搭
載
し

た
機
器
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

り
す
る
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。早

急
に
機
器
の
購
入
先
に
問
い

合
わ
せ
を
す
る
な
ど
し
て
状
況
を

把
握
し
、
す
み
や

か
に
対
策
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
各
損
害
保
険
会
社
は
、
問

題
が
発
生
し
た
場
合
の
損
失
に
保

険
金
は
支
払
わ
な
い
方
針
で
す
。

自
社
の
未
対
応
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
、
被
害
を
受
け

た
企
業
等
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
、
そ
れ
ほ
ど
重

大
な
問
題
で
す
。

各
都
道
府
県
の
中
小
企
業
地
域

情
報
セ
ン
タ
ー
や
中
小
企
業
事
業

固
な
ど
で
は
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
困

っ
た
と
き

に
は
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

後編
記集

R 

町
田
法
人
会
会
報
の

俳
句
・
短
歌
欄
は
、
女

性
部
会
堤
前
部
会
長
の

日
年
間
の
情

熱
の
賜
物
と
し
て
、
現
在
も
な
お
脈
々

と
引
き
継
が
れ
、
そ
の
名
声
は
知
る
人

ぞ
知
る
と
云
う
程
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
跡
目
を
継
い
だ
私
も
、

俳
句
の

道
を
学
び
、
今
で
は
皆
様
の
、
俳
句
原

稿
を
収
集
し
会
報
に
の
せ
る
迄
の
校
正

を
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
様
な
社
会
性

の
高
い
法
人
会
会
報
へ
の
投
句
を
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

布
団
の
上
げ
、
下
ろ
し
の
様
な
一
見

平
凡
な
日
常
の
中
に
、
実
は
私
達
の
生

き
て
行
く
事
の
、
本
当
の
理
由
が
秘
ん

で
い
る
事
を
知
り
、
そ
れ
を
す
く
い
取

れ
る
の
が
俳
句
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
歌
と
ち
が
っ
て
、

俳
句
は
大
衆
文

学
で
す
。
気
取
っ
た
り
、
す
ま
し
た
り

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
毎
日

の
生
活
の
中
か
ら
、
ご
く
自
然
に
生
ま

れ
る
こ
と
を
、
理
想
と
し
て
い
ま
す
。

E T D E M 。R F 

主
方

い
よ
子
)

(
女
性
部
会

発行人・ (社)町田法人会 会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番目号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453 FAX: 042(724)5853 

全法違ホームページ http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/ 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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瞬輔麟轍輯醐醐

社
長
!

従
業
員
は
室
。

疋
か
S
福
利
厚
生
の

売
を
。

【 私たち推進員がお伺いいたします。 I 

痴ほうや寝たきり、高度障害に備える充実の保険。

;荷 一髭
法人会会員企業の皆様の専用商品です。

山本久美子 深;畢 j墨田
痴ほう ft間 態 介護年金 ⑩ 100万円
寝たきり になったう 介逐一時金 100万円

細谷 功 j青水 和代 一柳 精子100万円
100万円

大槻 静j工 篠崎 久子 志村あつ子

。法人会会員企業の従業員 役員であれば、お一人様かうで

もご契約できます。。社員への福利厚生制度としてご利用い

ただけます。。保険料は契約時の年齢で決まりますので、早

めのご契約をおすすめします。。退職されてもと継続できま

す。※詳しくは、パンフレットで。

.引受保険会社

. iY;なたがしっかり考えてi草ぷ保限公社でありたい。一一一一一一一一

制見仁丹吻ンフ定リ一生命保隙会社
z，間r-. .... ιd a アメリカノファミリーライフアシュアランスカンパニーオプ コロンパス

干163-0456東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル n03-3344-2701(代)

-お問い合せ 八王子支社

干192-0046八王子市明神町3-20-6八王子第一生命ビルデイング!

ft0426-44-0371 FAX 0426-46-6404 

アメリカノファミリ 生命保険会社は、世界的絡付け機関であるスタンタド畠プアス'社

より日本における卓越した市場地位と非常に良好な業部主どをもとに「保険金支払い

能力」他付で“AA"(優秀)を取得しております。これは、さまざまな経済i票i克や車業環

境の変化においても「保険金支払い能11Jが強力であるとの評価です J

(嶋付取得日/1998.2.9 主お、米国本社も 1997.5.14.AAの格付を得ております。)

くがん〉の悩みにていねいにお答えします。

法人会専用電話 鞠 0120-889・347耳週金曜日 11:00-15∞
AF (法推)ー11-013平成11年5円26日



まちだ
町田の小学校 。
町田市立南第二小学校のあゆみ .

↓昭和35年6月・町田市立南第二小学校

現 在・町田市成瀬4797番地

生徒数 508名
最大生徒数 1039名 (昭和田年)

校長先生 25代目

卒業者数 6200名

創立 126年
(明治6年5月1日創立)

明治41年・南尋常小学校

成瀬村は神奈川県南多摩

明治6年・ 成高学舎(生徒数63名)

明治8年・ 成高学校

高ケ坂村が成瀬村から分かれる

明治13年・成瀬学校

成瀬、高ケ坂、小)11、金森、鶴間で南村

東京府南多摩郡南村成瀬

明治41年・南尋常小学校

昭和16年太平洋戦争始まる

昭和16年・南第二国民学校

昭和20年終戦

昭和22年・南村立南第二小学校

南村が町田町といっしょになる

昭和29年・町田町立南第二小学校

町田市になる

昭和33年・町田市立南第二小学校
(生徒数305名)

現在の町田市立南第二小学校


